
二
0
一
五
年
一

0
月
、
学
術
専
門
図
書
出
版
の

N
P
o
（
特
定
非
営
利
活
動
）
法
人

ratik
よ
り
、
拙
著
『
体
験
を
問
い
つ
づ
け
る
哲
学
第
一
巻
ジ
ェ
ン
ド
リ
ン
初
期
哲

学
と
体
験
過
程
理
論
』
を
刊
行
し
た
。
本
書
は
、
電
子
書
籍
で
あ
り
、

ratil^
の
サ
イ

ト
か
ら
購
入
す
る
と
、
電
子
書
籍
の
標
準
的
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
あ
る

E
P
U
B
フ
ァ
イ
ル
と
、
汎
用
的
な
デ
ジ
タ
ル
文
書
形
式
で
あ
る

P

D
F
フ
ァ
イ
ル
の
二
つ
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
と
な
る
。
本
書
を
読
む
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
、
タ
プ
レ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
い
ず
れ

か
の
媒
体
が
必
要
と
な
る
が
、
電
子
機
器
の
扱
い
が
不
得
手
な
方
の
た
め
に
、

ratil^
で
は
二

0
一
六
年
一
月
よ
り
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
・
プ

体験と問いつづける哲学
第1粒 初期ジェ，，ド9，，哲学と休険過程理論

三村尚彦

『
体
験
を
問
い
つ
づ
け
る
哲
学
第
一
巻

ジ
ェ
ン
ド
リ
ン
初
期
哲
学
と
体
験
過
程
理
論
』

（

三

村

尚

彦

、

二

0
1

〔
著
者
に
よ
る
新
刊
紹
介
〕

r
a
t
i
k
、

三

村

尚

彦 五
年
）

『
体
験
を
問
い
つ
づ
け
る
哲
学
第
一
巻
ジ
ェ
ン
ド
リ
ン
初
期
哲
学
と
体
験
過
程
理
論
』
（
三
村
尚
彦
、

ratil^
‘二

0
一
五
年
）
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リ
ン
ト
ア
ウ
ト
・
サ
ー
ビ
ス

(
P
D
F
フ
ァ
イ
ル
を
印
刷
し
た
冊
子
体
の
提
供
）
を
開
始
し
て
い
る
。

本
書
は
、
ア
メ
リ
カ
の
臨
床
心
理
学
者
ユ
ー
ジ
ン
・
ジ
ェ
ン
ド
リ
ン

(Eugene
T. 
Gendlin、
1
9
2
6

ー
）
が
提
唱
し
た
体
験
過
程
理
論

（臣
eory
of experiencing)
を
詳
論
し
た
も
の
で
あ
る
。
ジ
ェ
ン
ド
リ
ン
は
、
フ
ォ
ー
カ
シ
ン
グ

(fogsing)
と
呼
ば
れ
る
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
技
法
を
創
始
し
た
こ
と
で
、
心
理
学
に
お
い
て
世
界
的
に
著
名
な
研
究
者
で
あ
る
。
彼
の
主
著
『
フ
ォ
ー
カ
シ
ン
グ
』
(
-
九
八

一
年
）
は
、
世
界
一
七
カ
国
語
に
翻
訳
さ
れ
、
多
く
の
心
理
療
法
研
究
者
に
よ
っ
て
受
け
い
れ
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
、
ジ
ェ
ン
ド

リ
ン
自
身
は
シ
カ
ゴ
大
学
、
同
大
学
院
と
も
哲
学
を
学
び
、
博
士
号
も
哲
学
で
取
得
し
て
い
る
。
臨
床
心
理
学
の
研
究
と
平
行
し
な
が

ら
、
一
貫
し
て
哲
学
の
論
文
、
著
書
を
発
表
し
つ
づ
け
て
き
た
。
従
来
、
ジ
ェ
ン
ド
リ
ン
研
究
の
ほ
と
ん
ど
は
フ
ォ
ー
カ
シ
ン
グ
指
向
心

理
療
法
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
彼
の
哲
学
は
、
専
門
ジ
ャ
ー
ナ
ル
「
現
象
学
と
意
識
研
究
」
な
ど
で
取
り
あ
げ
ら

れ
、
そ
の
意
義
や
可
能
性
が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
本
部
の
あ
る
国
際
フ
ォ
ー
カ
シ
ン
グ
・
イ
ン
ス
テ
ィ

テ
ュ
ー
ト
で
は
、
ニ
ヶ
月
ご
と
に
哲
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
ネ
ッ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
開
催
し
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
日
本
の
研
究
者
が
ジ
ェ
ン
ド
リ
ン
哲
学
を
テ
ー
マ
と
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
（
筆
者
も
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
メ
ン

バ
ー
で
、
二

0
一
五
年
六
月
に
研
究
発
表
を
行
っ
た
）
。
こ
う
し
た
動
向
の
な
か
で
、
本
書
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
究
か
ら
独
立
に
、

ジ
ェ
ン
ド
リ
ン
哲
学
そ
の
も
の
の
批
判
的
検
討
を
通
じ
て
、
フ
ォ
ー
カ
シ
ン
グ
が
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
哲
学
的
な
可
能
性
を
考
察
し

た
。
本
書
シ
リ
ー
ズ
は
全
三
巻
で
、
第
二
巻
『
新
し
い
現
象
学
と
プ
ロ
セ
ス
モ
デ
ル
』
と
第
三
巻
『
フ
ォ
ー
カ
シ
ン
グ
指
向
現
象
学
の
展

開
』
（
い
ず
れ
も
仮
題
）
が
、
刊
行
予
定
で
あ
る
。
以
下
、
紙
幅
の
許
す
か
ぎ
り
で
、
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

本
書
は
、
八
つ
の
章
か
ら
な
り
、
ジ
ェ
ン
ド
リ
ン
の
初
期
哲
学
を
、
概
ね
時
系
列
に
論
じ
て
い
る
。
序
章
で
は
、
フ
ォ
ー
カ
シ
ン
グ
と

い
う
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技
法
、
お
よ
び
ジ
ェ
ン
ド
リ
ン
の
経
歴
を
述
べ
て
い
る
。
ジ
ェ
ン
ド
リ
ン
は
、
セ
ラ
ビ
ー
面
接
の
膨
大
な
録
音
記

録
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
成
功
し
て
い
る
事
例
と
そ
う
で
は
な
い
事
例
の
違
い
を
検
討
し
、
そ
の
鍵
が
ク
ラ
イ
エ
ン

『
体
験
を
問
い
つ
づ
け
る
哲
学
第
一
巻
ジ
ェ
ン
ド
リ
ン
初
期
哲
学
と
体
験
過
程
理
論
』
（
三
村
尚
彦
、

ratil^
‘二

0
一
五
年
）
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『
体
験
を
問
い
つ
づ
け
る
哲
学
第
一
巻
ジ
ェ
ン
ド
リ
ン
初
期
哲
学
と
体
験
過
程
理
論
』
（
三
村
尚
彦
、

ratil
‘^二
0
一
五
年
）

ト
の
話
し
方
に
あ
る
こ
と
を
見
い
だ
し
た
。
セ
ラ
ピ
ー
を
成
功
へ
も
た
ら
す
要
因
は
、
い
わ
ゆ
る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
技
能
で
も
な
け
れ

ば
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
手
法
や
理
論
で
も
な
く
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
フ
ェ
ル
ト
セ
ン
ス

(felt
sense)

と
呼
ば
れ
る
「
言
語
に
先
立
つ

漠
然
と
し
た
身
体
的
な
感
じ
」
に
注
意
を
向
け
（
フ
ォ
ー
カ
ス
し
）
、
そ
れ
に
触
れ
な
が
ら
語
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
う
し
た
語
り
は
、
自

己
理
解
を
進
め
、
何
ら
か
の
気
づ
き
を
も
た
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
セ
ラ
ピ
ー
の
効
果
を
高
め
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て

き
た
（
と
言
っ
て
も
ご
く
最
近
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
が
）
ジ
ェ
ン
ド
リ
ン
哲
学
研
究
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
フ
ォ
ー
カ
シ
ン
グ

の
実
践
研
究
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
筆
者
は
フ
ォ
ー
カ
シ
ン
グ
を
こ
れ
ま
で
一
度
も
体
験
し
た
こ
と
が
な
く
、
今
後
も
す
る
つ
も
り
は
な

い
。
フ
ォ
ー
カ
シ
ン
グ
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
外
し
て
、
ジ
ェ
ン
ド
リ
ン
哲
学
を
考
察
す
る
姿
勢
は
、
本
書
の
独
自
性
と
な
っ
て
い
る
。

第
一
章
は
、
若
き
ジ
ェ
ン
ド
リ
ン
が
、
修
士
論
文
と
し
て
執
筆
し
た
デ
ィ
ル
タ
イ
論
「
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
デ
ィ
ル
タ
イ
と
精
神
科
学
に

お
け
る
人
間
的
有
意
味
性
の
把
握
の
問
題
」
(
-
九
五

0
年
）
を
取
り
あ
げ
た
。
ジ
ェ
ン
ド
リ
ン
は
、
た
び
た
び
デ
ィ
ル
タ
イ
か
ら
強
い

影
響
を
受
け
た
と
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
本
章
で
は
、
彼
の
修
士
論
文

を
追
い
な
が
ら
、
デ
ィ
ル
タ
イ
哲
学
の
い
か
な
る
面
に
彼
が
関
心
を
寄
せ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

第
二

S
七
章
で
は
、
ジ
ェ
ン
ド
リ
ン
初
期
の
哲
学
的
著
作
E
せ
e
母
n
c
i
n
g
a
n
d
 the Creation o
f
 M
e
a
n
i
n
g
、1
9
6
2

(
以
下
、

E
C
M
と
略

記
）
を
そ
の
章
ご
と
に
概
説
し
た
。
ジ
ェ
ン
ド
リ
ン
が

E
C
M
の
中
心
と
し
て
い
る
第
三
章

r

感
じ
ら
れ
た
意
味
は
ど
の
よ
う
に
機
能
し

て
い
る
の
か
」
に
関
し
て
、
批
判
的
な
考
察
を
行
っ
た
（
本
書
第
四
章
）
。
ジ
ェ
ン
ド
リ
ン
は
、
感
じ
ら
れ
た
意
味
は
シ
ン
ボ
ル
と
相
互

作
用
し
、
そ
の
機
能
的
関
係
の
う
ち
で
新
し
い
意
味
が
創
造
さ
れ
る
と
主
張
す
る
。
こ
れ
が
体
験
過
程
理
論
の
根
幹
に
あ
る
思
想
で
あ

る
。
言
葉
に
先
立
っ
た
漠
然
と
感
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
（
感
じ
ら
れ
た
意
味
、
後
の
フ
ェ
ル
ト
セ
ン
ス
）
を
、
な
ん
と
か
言
葉
に
表
現
す

る
（
シ
ン
ボ
ル
化
）
と
、
体
験
の
新
し
い
理
解
が
生
じ
て
く
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
ジ
ェ
ン
ド
リ
ン
は
、
感
じ
ら
れ
た
意
味

と
シ
ン
ボ
ル
の
間
に
慣
れ
親
し
ん
だ
一
対
一
対
応
の
関
係
が
成
立
す
る
も
の
を
平
行
的
関
係
、
ま
た
そ
う
し
た
対
応
関
係
が
成
立
せ
ず
、
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新
し
い
シ
ン
ボ
ル
化
に
よ
っ
て
新
し
い
意
味
理
解
が
成
立
す
る
も
の
を
、
非
平
行
的
関
係
と
呼
ぶ
。
平
行
関
係
は
、
直
接
照
合
・
再
認
・

解
明
の
三
つ
に
、
非
平
行
的
な
関
係
は
、
メ
タ
フ
ァ
ー
・
把
握
•
関
連
・
言
い
回
し
の
四
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
本
書
は
、
従
来
こ
れ
ら
七

つ
の
機
能
的
関
係
が
フ
ォ
ー
カ
シ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
モ
デ
ル
に
し
て
解
釈
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
対
し
て
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
場
面
を
一

切
抜
き
に
し
た
理
解
を
示
し
た
。
平
行
関
係
に
お
い
て
は
、
日
常
生
活
に
お
け
る
自
明
性
の
哲
学
的
基
礎
づ
け
論
と
し
て
読
む
可
能
性
を

考
察
し
た
。
ま
た
平
行
ー
非
平
行
的
関
係
の
区
別
が
、
ジ
ェ
ン
ド
リ
ン
自
身
が
主
張
し
た
機
能
的
な
関
係
把
握
に
抵
触
し
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
た
。
ジ
ェ
ン
ド
リ
ン
は
、
既
存
の
言
葉
に
よ
る
感
じ
ら
れ
た
意
味
の
シ
ン
ボ
ル
化
と
、
メ
タ
フ
ァ
ー
な
ど
創
造
的
な
言
語
使
用
に

よ
る
シ
ン
ボ
ル
化
が
原
理
的
に
区
別
で
き
る
と
考
え
て
お
り
、
最
終
的
に
体
験
に
関
す
る
創
造
的
な
理
解
を
後
者
（
メ
タ
フ
ァ
ー
）
に
還

元
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
本
書
の
見
解
で
は
、
感
じ
ら
れ
た
意
味
を
シ
ン
ボ
ル
化
す
る
の
が
、
既
存
の
用
語
で
あ
ろ
う
と
、
メ
タ
フ
ァ
ー

で
あ
ろ
う
と
、
そ
こ
に
新
し
い
気
づ
き
を
も
た
ら
す
か
ど
う
か
こ
そ
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
な
じ
み
の
表
現
に
よ
っ
て
も
、
思
っ
て
も
み

な
か
っ
た
体
験
の
側
面
が
明
る
み
に
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
は
い
く
ら
で
も
あ
り
、
そ
の
際
の
機
能
的
関
係
は
、
創
造
的
と
見
な
さ
れ
る
べ

き
な
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、

E
C
M
全
体
の
問
題
点
な
ど
の
指
摘
も
行
っ
て
い
る
。
本
書
シ
リ
ー
ズ
の
最
終
構
想
は
、
フ
ォ
ー
カ
シ
ン
グ

を
現
象
学
に
取
り
入
れ
、
現
象
学
的
記
述
の
詳
細
化
を
図
る
こ
と
に
あ
る
。

な
お
、
本
書
の
合
評
会
が
、
―

1
0
一
六
年
二
月
一
三
日
（
土
）
関
西
大
学
大
学
院
心
理
学
研
究
科
池
見
ゼ
ミ
の
企
画
で
、
行
わ
れ
た
こ

と
を
記
し
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
池
見
陽
先
生
（
関
西
大
学
臨
床
心
理
専
門
職
大
学
院
）
、
村
川
治
彦
先
生
（
関
西

大
学
人
間
健
康
学
部
）
、
田
中
秀
男
さ
ん
（
関
西
大
学
大
学
院
心
理
学
研
究
科
）
の
お
三
方
に
は
、
こ
の
場
を
借
り
て
、
お
礼
申
し
上
げ

た
い
。

『
体
験
を
問
い
つ
づ
け
る
哲
学
第
一
巻
ジ
ェ
ン
ド
リ
ン
初
期
哲
学
と
体
験
過
程
理
論
』
（
三
村
尚
彦
、

ratil
＾
‘
二

0
一
五
年
）
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